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《４月定例会報告》 
 
三好氏 

今回の勉強会は東京都立産業技術研究所から

三好氏をお迎えして、ユニバーサルデザイン

に関してお話をしていただきました。 
三好氏は製品科学技術グループに属し主に工

業製品のデザインにたずさわっている。 
 

 
技術の進歩 

最近、家電のほとんどのスイッチがタッチセ

ンサーになり情報は液晶画面で表示されるよ

うになった。 
これらは技術の進歩により軽く薄く分かりや

すくをテーマに各家電メーカーがしのぎを削

っているのであろう。 
しかし、これはあくまで一般の人々を対象に

進歩した技術で目や耳など障害を持っている

人々は対象とされていないというのが現状で

ある。 
 

 
ユニバーサルデザイン 

紙幣は以前から隅に凹凸をつけることにより

目の不自由な方でも金額が分かるようになっ

ていた。 
それは当時画期的なものでユニバーサルデザ

インの先駆けになることとなる。 
近年各メーカーもこぞってユニバーサルデザ

インを取り入れるようになってきた。 
代表的なものは、シャンプーとリンスのボト

ルであろう。 
それらボトルは、収納、見た目、メーカーの

個性を出すため共に大きさや形が全くと言っ

て良いほど同じである。 
我々一般の人間でも名称が見えなければどち

らがシャンプーなのかが分からないほどであ

る。 
そこでシャンプーには凹凸を付け、リンスに

は凹凸を取り付けないことにより目の不自由

な方でも識別がつくようにした。 
このように我々一般の人間にとっては何気な

いことが障害を持っている人々にとっては大

きな障害となっているのである。我々はそれ

ら何気ないことに気づき考案していくことに

よりユニバーサルデザインに近づくことがで

きるのであろう。 

 
求められる物 

では実際、障害を持たれている方々はどのよ

うな物を求めているのか。 
スイッチ類などは大きく凹凸のあるスイッチ

を望まれる。 
多機能によりリモコンなど限られたスペース

にできるだけ多くの機能を取り付けようとす

るためスイッチの一つ一つがどうしても小さ

くせざるおうえなくなってしまっている。 
しかしそれら多くの機能は必要とされている

のだろうか。 

《５月定例会・勉強会のご案内》 
 
５月の定例会は井崎氏をお迎えして、ユニバ

ーサルデザイン全般についてお話していただ

く予定です。 
記 

日時 ５月７日（火） 
ＰＭ６：３０～ＰＭ８：００ 
場所 東京都産業技術研究所 

2F会議室 
 

《総会報告》 

 
今期スケジュール、前年度予算についての説明もあり、

会長の大原さんからの挨拶がありました。詳細について

は別紙にてご説明します。なお総会の議事進行に対して

はすべて承認されました、ご報告します。 
 

会員数 ９９名 
出席 ２９名 
委任状 ３９名  

八王子ファッション協議会事務局 
〒１９３－０８３２ 
東京都八王子市散田町１－５－３ ニットプラン工業㈱内   
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